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1 は じ め に

昭和60年 (1985年)に岩手県が奨励品種に編入した「た

かねみのり」は,高冷地を除く県中・北部並びに北部沿岸

全域を適応地帯として栽培され,平成 2年度に作付面積

8,483haに 達したが,産地間競争が激化する中,販売条件

は厳しい状況となり,平成12年度の作付面積は1,541haま

で減少した。この間,売れる品種への作付けが集中し,早

生地帯では,「あきたこまち」の適地外作付けが増加して

いる現状にあり,産米品質の一層の向上のため,「たかね

みのり」熟期で,「あきたこまち」並の食味を持つ耐冷性

に優れた良食味の早生品種が早急に求められている。

「いわてっこ」は,「たかねみのり」 と比較 して並から

やや遅い熟期で,耐冷性 。品質 。食味が明らかに優れる早

生の梗米品種として,平成12年度に岩手県の奨励品種に採

用された。本品種の導入により,「あきたこまち」の適地

外作付けによる品質低下を防止するとともに,県北部産米

の市場評価が著しく向上するものと期待される。

2育 成 経 過

「いわてっこ」は,平成 3年 8月 ,早生・ 良食味品種の

育成を目標として,旧岩手県立農業試験場県南分場 (平成

9年 ,岩手県農業研究センター農産部銘柄米開発研究室に

改組,平成13年 3月廃止)において,「ひとめばれ」を母

とし「東北141号」(後の「こころまち」)を父として交配
を行った。

平成 4年 3月 から5年 4月 にかけてFl～ F,ま でを温室

で世代促進を行った。平成 5年にF`で個体選抜 し,平成

6年以降は系統栽培により選抜・固定を図った。平成 6年

葉いもち圃場抵抗性検定試験を開始,以降平成12年までの

間に,穂いもち圃場抵抗性検定,い もち病真性抵抗性遺伝

子型の推定,穂発芽性検定,食味官能試験を実施 し特性を

検定した。平成 7年 F`世代に「95SP」 の試験番号を付 し
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(哺i封憫鷺囀撫
て生産力検定予備試験に供試し,続いて,平成 8年 Fl世

代から平成 9年 F3世代まで「江227」 の試験番号を付して

生産力検定本試験に供試した結果有望と認められたので ,

平成10年 F,世代からは「岩南16号」の系統名で生産力検

定本試験を継続するとともに,奨励品種決定調査に配布 し

地域適応性,現地適応性を検討してきた。平成13年 は F12

である。

3 特性の概要

(1)形態的特性

稗長は「たかねみのり」よりやや長く,「あきたこまち」

並,穂長は「たかねみのり」並で,「あきたこまち」より

やや長く,穂数は「たかねみのり」。「あきたこまち」より

多い。草型は “偏穂数型"である。稗の太さは「たかね

表 1 特性の一覧表
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表 2 いもち病圃場抵抗性検定結果 (育成地,1995年 ～2000年平均)
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みのりJ並で,得質は「たかねみのり」よりやや柔らかい
・中"である。きの多少と長短は “やや少"“ やや短・ で

あるが,「たかねみのり」・「あきたこまち」に比較して多

くて長い。お、先色は “黄自",着粒密度は “やや疎",玄

米千粒重は「たかねみのりJ並からやや月ヽさい。

12)生態的特性

出穂期・成熟期は「たかねみのり」並からやや遅 く,

「あきたこまち」より早い,岩手県では “早生の中"に属
する。脱粒性は “難"で ,穂発芽性は “やや難"である。

収量性は「たかねみのりJ。「あきたこまちJよ りやや多収

である。いもち病真性抵抗性遺伝子型は “+° と推定さ
れ,圃場抵抗性は葉いもちが “中",穂いもちが “強"で

ある。障害型耐冷性は “極強"で「たかねみのり」・

「あきたこまちJよ り優る。

表3 障害型耐冷性検定結果 ∈拝県曜僕研究センター
農産部水稲育種研究室,1995～ 2000年平均)
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表4 玄米の調査成績 (生育地,生産力検定本試験 ,

4 栽培上の留意点

(1)耐倒伏性が「たかねみのり」に比べてやや劣るので,

基肥窒素施用量は当面「たかねみのりJ並からやや減肥と

する。

●)い もち病真性抵抗性遺伝子型は '+"と 推定され ,
圃場抵抗性は葉いもちが “中",穂いもちが '強・ であり,

いもち病の基本防除が必要である。

13)刈取時期は当面積算平均気温 (ア メグス植Dで ,950
から1,100℃ ,黄化籾率90%前後を目安として刈取 りを行

う。

に)岩手県における適応地帯は,標高240m以 上から標
高350m以下及び北部の標高240m以下を含めた約10,000

haで ,こ のうち「かけはしJの適応地帯を除く3,000か ら

4,000haを 普及見込面積とする。
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0)品質・食味
玄米の外観品質は「たかねみのりJよ り優り,「あきた

こまち」並からやや優る・上中"である。

食味 tま「たかねみのりJよ り明らかに優り,「あきたこ

まち」並の “上下"である。
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表 5 食味官応試験結果 (県北農業研究所)

注
 メ
 唇言
号ラ」力:虞晃菖皇群究所奨決本調査標肥

3)1999,2000年に2回実施した値の平均。

注 判定欄 ()内 は基準品種の判定基準
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